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第3囲衛生工学シンポジウム

1995.11北海道大学学術交流会館

1 -14 
都市ごみ焼却炉排ガスのダイオキシン対策

高須袈 玄太郎， 板谷真積 (三井造船株式会社環境プラント・機器事業部)

1.はじめに

ダイオキシン類 (DXNs)はポリ塩化ジベンゾパラダイオキシン (PCDDs)とポリ塩化ジベ

ンゾフラン (PCDFs)の総称であり，史上最強の毒物ともいわれている。 圏内の都市ごみ:境却

施設では， 1983年ごろから検出報告がなされ社会問題化し，その対策のための調査・研究がす

すめられてきたが 1990年12月原生省通知の“ダイオキシン類発生防止等ガイドライン"を

契機に，主として燃焼改善と集じん器入口温度低甑化の2つの手段によって，大幅な排出低減

が達成されている。

これらの対策に付加して，集じん器出口に触媒あるいは吸着塔を設置することで， DXNs 

の一層の低減が可能なことが報告されている。1)-5) 当社では1989年に，アンモニア接触還元

法でNOxと同時に排ガス中のDXNsも分解除去可能なことを報告したが6) 集じん器温度低

温化に対応するべく， 180
0
C前後で使用可能な触媒の試験研究を継続してきた。 合わせて，吸

着塔によるDXNsの除去実験も実施し，両者のDXNs除去性能が把擦できた。 本報では，

実炉排ガスを使用した触媒及び吸着塔の初期性能試験の結果について， DXNs除去性能を中

心に報告する。

2.実験

2. 1 実験装置

実験は実稼働中の流動床式都市ごみ焼却施設 (4Oton/ 1 6h水噴射式ガス冷却)の燃焼排

ガスの一部をパグブイノレター (BF)出口で分岐し，実験装鐙に導入して行なった。 実験装

寵のフローシートを図-1に，装置概要を表-1に示す。 分岐した排ガスは熱交換器，電熱

ヒーターで混度識整後，アンモニアガスを添加し，触媒反応塔，吸著塔に各々導いて処理した。
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図-1 実験装置フローシート
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表-1 装置概要と実験条件

装置名 触媒反応塔

装置概要

充填物 低温排ガス舟脱硝触媒

Ti02ベ‘一

充填物形状 四角目格子状ハニカム

充填物寸法 150mmD X 500mm L 

充填量 12段直列 0.135m3

実験条件

処理ガス量 270 [Nm3h-1J 

処理ガス温度 160， 180， 200， 220[~J 

空間速度(SV) 2000，3000，4000，6000 [h-1J 

NH3当量比 1.0 

2. 2 実験条件

表-1に実験条件を示す。 排ガス温度

を変え，各SV値に相当する位寵で排ガス

分析を実施した。

2. 3 測定項目

アローシートに示すプロセスデータ計測

の他 NOX，02の連続測定を行い脱硝

率を求めた。 DXNsのサンプリング位
置は触媒反応塔，吸着塔の入口出口及び中

間SV点とした。

2. 4 DXN s分析法
DXNsはガラス製の活性炭充填カラム
(301畑中 X60阻 L)に数時間約 2000eの排ガ

スを吸引して吸着させサンプリングした。

その試料をトノレエン100mfにてソックスレ

ー抽出をした後， 0.5 meまで濃縮した後，

GC/MS-S 1M法で定量して、 PCDDs，

PCDFsの塩素価数ごとの濃度を求めた。

簡素化のため異性体分離は省略している。

本方法で PCDDs+PCDFs濃度は1.0 ng/Nm3 

程度(毒性等価換算値で約0.01ng/Nm3程度)

まで検出可能である。
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吸着塔

活性コークス

円柱状ベレット

5mm申X8mmL

0.25 m3 

200 [軒in3h-1J

間左

800， 1600 [h-1J 

1.0 

写真ノ、ニカム触媒

写真実験装置
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義一2 触媒反応塔のDXNs除去例

排ガス温度 180"C [ng/Nm3] 

場所 触媒入口 SV=6000 SV=4000 SV=3000 sV=20001 

T4CDD 62 1.6 0.38 0.38 nd 

P5CDD 42 0.82 0.74 nd nd 

H6CDD 91 2.1 1.2 0.56 nd 

日7CDD 37 O. 77 0.29 nd nd 

08CDD 13 0.33 nd nd nd 

Total PCDDs 250 5.6 2.6 0.94 0.0 

T4CDF 65 5.2 1.9 0.86 O. 59 

P5CDF 57 1.7 0.68 0.56 nd 

H6CDF 45 2.8 1.1 0.48 0.41 

1-17CDF 48 1.8 0.66 O. 19 0.23 

08CDF 17 0.32 O. 14 nd nd 

Total PCDFs 230 12 4.5 2.1 1.2 

PCDDs十PCDFs 480 18 7.1 3.0 1.2 

低減率[弘] 96.3 98.5 99.4 99.8 

nd: not detected検出下F郎直以下

表-3に吸着塔入口・中間・出口のDXNs分析値を示寸。 3. 2で述べる脱硝率に比較し

て高いDXNs除去性能が得られていることから， DXNsは吸着により除去されていると推

定される。 ただし，実験開始からの通ガス時間が約 200時間のデータである。 時間を経る

と破過により吸着されていたDXNsが排出され始めるが，この破i品特性については，長期通

ガス後のデータを待って再評価したい。

吸着除去法では排ガス温度が低温化するほど有利であるといわれているが，本実験の濯度範

囲では， DXNs吸着除去性能の温度依存性は確認できなかった。 実ガスではDXNs濃度

に変動があるためテストが難しく，詳細なデータ採取は実験室規模で実施中である。

表-3 椴藩塔のダイオキシン除去結果
[ng/Nm31 

排ガス温度 160"C 180"C 200"C 220"C 

場所 人口 SV=1600 SV=800 入口 SV=1600 SV=800 入口 SV=1600 SV=800 人口 SV=1600SV=800 

T4CDD 2.6 nd nd 21 1.2 0.95 3.2 nd nd 6.6 0.29 0.33 

P5CDD 1.7 nd nd 21 nd nd nd nd nd nd nd nd 

H6CDD 5.5 nd nd 31 0.38 0.29 11 nd nd 8.9 nd nd 

H7CDD 6.0 0.27 nd 20 0.23 0.23 II nd nd 5.6 nd nd 

08CDD 3. 5 nd nd 12 0.25 0.16 7. 7 nd nd 3.0 nd nd 

Total PCDDs 19 0.27 O 110 2. 1 1.8 33 O O 24 0.29 0.33 

T4CDF 3.3 0.39 O. 15 35 1.0 1.1 1.3 nd nd 8. 7 0.81 0.39 

P5CDF 8.3 0.56 O. 19 39 nd nd nd nd nd 37 0.41 0.40 

H6CDF 9.2 0.47 nd 33 0.42 0.27 25 nd nd 18 0.67 0.55 

H7CDF 15 0.44 nd 24 0.12 O. 12 17 nd nd II nd nd 

08CDF 3.6 nd nd 8.6 0.06 0.08 4.3 nd nd 1.8 nd nd 

Total PCDFs 39 1.9 0.34 14-0 1.6 1.6 47 O O 77 1.9 1.3 

PCDDs+PCDFs 58 2.2 0.34 250 3.7 3.4 80 。 O 100 2.2 1.6 

。XNs低減率問 96.2 99.4 98.5 98.6 100 100 97.8 98.4 

j民硝率[免] 60.0 55.0 66.3 54.2 

nd: not detected検出下l間庭以下
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排ガス湛度と脱硝率の関保図-4

3. 2 脱硝性能

本施設パグフィノレター出口のNOx濃度は

70'"'-'110ppmの範囲を変動し， 平均90ppm程度

であった。 これを触媒反応塔，吸着塔で処

理することにより図-4に示すような脱硝率

が得られた。 本実験で使用した触媒には留

のように温度依存性があり，低温でも脱硝性

能はあるものの性能は低下していた。

触媒に比較して活性コークスは温度依存性

が顕著ではなく，低混化による脱硝率の低下

はほとんど見られなかった。 4) 触媒に比較

して反応塔サイズは大きくなるが低温になる

ほど援は小さくなる傾向にある。 吸着塔入

口・出口のNOx分析チャートを見ると両者

の波形は触媒と同様に時間遅れのない相似形

をしており， NOx除告が吸着ではなく活性

コークスに微量含まれる触媒成分の作用で起

こっていることが解る。 別途，榔子殻系活

性炭で問様の試験を実施したが脱硝効果はな

かった。

4.おわりに

実炉BF出口排ガスを使用した初期性能試験で低混排ガス用脱硝触媒と活性コークスの脱硝
性能、DXNs除去性能が把握できた。 現在，実炉煙道内でのライフテスト，実験室での基礎

試験等を継続中であり，さらに研究を進めていく所帯である。
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